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2自然 農法

神
奈
川
県
小
田
原
市　

▼
久
保
寺
律
子
さ
ん

　

黒
マ
ル
チ
、
不
織
布
、

ビ
ニ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル
を
組

み
合
わ
せ
て
地
温
を
上
げ

る
。
黒
マ
ル
チ
の
下
に
手

を
入
れ
る
と
明
ら
か
に
暖

か
か
っ
た
。

　何気なく放置された手袋。
次の作業地点を記憶するため
の目印でもある。

　西大友実習地でも土づくりに励む久保寺律子
さん。仲間とは長い付き合いで、落葉などは共
同管理して、お互いに助け合いながら家庭菜園
を楽しんでいる。

西大友実習地の仲間たち。

元気に発芽した大根。

　これが 60 年間自然農法を続けた畑。作
物と草が心地よく共生していた。

　籾殻からくん炭を作り、冬場に玉ネギな
どの株元に置いて地温を上げる。

Natural Kitchen Garden



3自然 農法

　

今
回
は
、冬
期
に
大
根
を
種
ま
き
し
、

端
境
期
の
５
月
頃
に
収
穫
で
き
る
早
出

し
栽
培
の
保
温
法
を
紹
介
し
ま
す
。

　

久
保
寺
律
子
さ
ん
の
自
宅
裏
に
あ
る

家
庭
菜
園
で
の
自
然
農
法
歴
は
長
い
。

親
の
代
か
ら
含
め
る
と
60
年
の
長
き
に

わ
た
り
営
々
と
土
づ
く
り
を
続
け
た
畑

は
、
自
然
の
み
な
ら
ず
心
の
豊
か
さ
ま

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
７

人
の
子
供
た
ち
に
幼
い
頃
か
ら
自
然
農

法
産
野
菜
と
手
作
り
の
お
や
つ
を
食
べ

さ
せ
続
け
て
き
た
の
が
律
子
さ
ん
の
自

慢
だ
。
東
京
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ

ン
で
働
い
て
い
た
長
男
が
７
年
前
に
実

家
に
戻
り
就
農
し
た
の
も
、
レ
ス
ト
ラ

ン
で
使
う
食
材
と
実
家
の
野
菜
が
持
つ

旨
味
が
あ
ま
り
に
も
違
う
こ
と
に
納
得

で
き
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
他
に

も
３
人
の
子
供
が
家
族
と
共
に
周
辺
に

住
む
。
こ
の
畑
の
野
菜
に
は
子
供
た
ち

を
呼
び
戻
す
力
が
あ
る
よ
う
だ
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
畑
で
蓄
積
さ
れ
た
技

術
が
30
年
後
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
一
般
の
人
た
ち
に
も
、
同
じ
自
然

農
法
産
野
菜
を
作
り
、
食
べ
て
も
ら
い

た
い
と
２
反
の
土
地
を
借
り
て
、
西
大

友
実
習
地
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
だ
。

そ
こ
に
仲
間
が
集
い
、
助
け
合
い
な
が

ら
家
庭
菜
園
を
楽
し
ん
で
き
た
。
律
子

さ
ん
も
１
区
画
を
借
り
て
様
々
な
試
み

を
行
う
中
、
地
温
を
上
げ
て
収
穫
日
を

早
め
る
栽
培
法
を
行
っ
て
い
る
。

　

作
物
の
発
芽
は
地
温
に
大
き
く
左
右

さ
れ
る
。
露
地
で
は
４
、５
月
に
端
境

期
を
迎
え
る
の
だ
が
、
こ
の
時
期
に
収

穫
し
よ
う
と
す
る
と
、
２
月
中
旬
〜
下

旬
に
種
ま
き
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
霜

柱
が
立
つ
時
期
だ
が
、
徹
底
し
た
保
温

法
で
早
期
の
種
ま
き
を
可
能
に
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
ま
ず
一
般
的
な
畝
づ

く
り
を
行
い
、
そ
こ
に
穴
の
あ
い
た
黒

マ
ル
チ
を
敷
き
詰
め
、
種
を
ま
く
。
そ

の
後
不
織
布
で
畝
の
上
を
覆
い
、
最
後

に
ア
ー
チ
を
地
面
に
立
て
、
過
剰
な
ム

レ
を
防
ぐ
穴
あ
き
の
透
明
ビ
ニ
ー
ル
で

ト
ン
ネ
ル
を
つ
く
る
。

　

少
し
手
間
が
か
か
る
が
、
こ
れ
を

し
っ
か
り
す
る
と
驚
く
ほ
ど
地
温
が
上

昇
す
る
。
普
通
に
露
地
で
育
て
る
よ
り

40
〜
60
日
ほ
ど
早
く
栽
培
で
き
る
の

で
、
４
月
下
旬
頃
か
ら
新
鮮
な
露
地
野

菜
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

自
宅
裏
の
畑
で
は
毎
年
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
愛
好
者
た
ち
を

呼
ん
で
、収
穫
体
験
と
試
食
会
を
行
う
。

仲
間
づ
く
り
の
輪
が
広
が
り
、
畑
が
気

持
ち
良
い
と
夕
暮
れ
ま
で
素
足
に
な
っ

て
楽
し
む
子
供
達
の
姿
を
見
る
の
が
、

今
は
何
よ
り
も
嬉
し
い
と
い
う
。
律
子

さ
ん
は
78
歳
に
な
っ
た
が
、
や
は
り
自

然
農
法
が
元
気
の
素
な
の
だ
。

kitchen garden 家庭菜園

●
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト　

こ
の
保
温
法
は
、
大

根
の
早
出
し
栽
培
に
お
い
て
特
に
効
果
を

発
揮
す
る
。
一
般
的
に
大
根
の
発
芽
適
温

は
15
〜
30
℃
で
あ
る
が
、
そ
の
後
に
低
温

に
あ
う
と
花
芽
が
で
き
て
し
ま
い
、
収
穫

時
期
の
５
月
頃
に
と
う
立
ち
し
て
花
が
咲

い
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
律
子
さ
ん
の
よ

う
に
徹
底
し
た
保
温
法
（
13
℃
以
下
の
低

温
に
長
時
間
あ
わ
な
い
よ
う
に
す
る
）
を

実
施
す
る
と
、
と
う
立
ち
を
避
け
て
収
穫

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
保
温
法
の
注
意
点
は
、
温
度
が
上

が
り
過
ぎ
て
ト
ン
ネ
ル
内
が
ム
レ
な
い
よ

う
に
、
朝
は
ト
ン
ネ
ル
の
裾
を
上
げ
、
夕

方
の
寒
く
な
る
少
し
前
に
下
げ
る
と
い
う

温
度
管
理
を
行
う
こ
と
。
こ
れ
を
怠
る
と

枯
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
。

　

ま
た
、
と
う
立
ち
し
に
く
い
晩
抽
性
の

品
種
を
選
ぶ
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

端
境
期
に
収
穫
す
る
た
め
の
方
法

農事暦

５月、６月にできる主な農作業

夏
野
菜
の
た
め
の
は

種
と
定
植
の
時
期

で
あ
り
、
春
野
菜
の
収
穫

時
期
で
も
あ
り
、
畑
が
一

年
で
も
っ
と
も
忙
し
く
な

る
時
期
で
す
。
作
付
け
を

す
る
前
に
年
間
の
栽
培
計
画
を
立
て

て
お
く
と
、
畑
を
効
率
よ
く
利
用
で

き
る
の
で
、
野
菜
の
栽
培
暦
を
参
考

に
計
画
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
こ

れ
か
ら
が
栽
培
の
本
番
。
草
と
虫
に

負
け
ず
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

カボチャ、キュウリ、
ラッカセイ

定植は種
キュウリ、ショウガ、
スイカ、トマト、ナス、
ピーマン、サツマイモ、
ハネギ

収穫
イチゴ、エンドウ、
ソラマメ、コマツナ、
アスパラガス、
ニラ、ホウレンソウ、
フダンソウ

※
大
仁
農
場
で
の
実
施
日
を

基
本
に
し
て
い
ま
す
。



4自然 農法

　　　　　　　　　５月、６月のイベント情報
イベント名 実施日 備考実施場所

揖斐センター

鹿児島県 詳細は自然食の MOA かごしま店（099-268-7578）まで
ナチュラルファーマーズ
マーケット　健康野菜市

鹿児島市 自然食の MOA
かごしま店駐車場

平成 27 年５月24日
６月28日

近隣の自然農法生産者が新鮮な野菜を販
売します。是非お越し下さい。

無農薬で野菜づくりを
やってみよう！

千曲市 千曲市八幡公民館  平成 27 年５月 23 日 開催時間は 10 時〜 12 時。

詳細は「ひまわりの会」／中川 （ 0262-92-3573）まで

自然農法セミナー

自然農法セミナー

有機体験農園

野菜市

揖斐川町

岐阜市

岐阜市

高松市

松山市

高桑
コミュニティー

岐阜会館

香川有機ネット
ワークほ場

ＭＯＡ健康生活
館まつやま前

川島農園

平成 27 年６月２日

平成 27 年 5 月６日
5 月 23 日
６月６日

６月 27 日

平成 27 年 5 月 10 日

平成 27 年 5 月９日
６月 13 日

毎週火曜日

平成 27 年５月 17 日

平成 27 年６月 21 日

揖斐普及会が実施します。

長良なずな普及会が実施します。

岐阜普及会が実施します。

ＮＰＯ法人かがわ有機ネットワーク主催
です。開催日時は５月９日、6 月 13 日
ともに９時～ 11 時です。
当日は夏野菜の植え付けや種まき、タマ
ネギ等の収穫体験を予定しています。

採れたての自然農法産野菜を取り揃えて
います。ご希望により野菜セットも承っ
ております。
開催時間は 10 時～ 12 時です。

野菜管理の確認作業の講義です。岐阜普
及会が実施します。

現地での研修です。岐阜普及会が実施し
ます。

岐阜県

香川県

愛媛県

詳細は宮島普及員（090-9029-4974）まで

詳細は MOA 岐阜会館／下田普及員（090-2921-4449）まで

詳細は巾普及員（090-5140-4797）まで

詳細は巾普及員（090-5140-4797）まで

長野県

安心やさい市 沖縄市 自然食品ショップ
ポワル　
ＭＯＡ沖縄中部店

 平成 27 年５月８日
６月 12 日

地域の自然農法産物を中心に即売会を行
います。毎月第 2 金曜日、11 時～ 13
時まで。皆さまのお越しをお待ちしてい
ます。

（税）タックスサ
ポートイトカズ那
覇事務所駐車場

毎週土曜日 生産者が旬の新鮮な野菜を持ち寄りま
す。皆様のお越しをお待ちしています。
開催時間は 10 時〜 15 時。

那覇市

沖縄県 詳細は沖縄支所（0980-43-2641）まで

甚目寺観音手作り朝市 あま市 あま市甚目寺境内  毎月 12 日 開催時間は９時〜 12 時。

詳細は「和みネットワーク」／栗田（090-8862-1680）まで愛知県



5自然 農法

network 全国自然農法ネットワーク

　　　　　　　　　５月、６月のイベント情報
イベント名 実施日 備考実施場所

那須黒羽営農研究会夏を楽
しむ集い

那須黒羽営農研究会田植え
交流会

大田原市

大田原市

那須黒羽こだわり
の郷瑞泉郷

那須黒羽営農研究
会消費者体験水田

平成 27 年６月 28 日

平成 27 年５月 30 日

詳細はＭＯＡ商事東京販売「こだわりの郷愛好者事務局」中橋（090-4832-3040）まで

自然農法セミナー 一宮市 一宮市大和公民館  平成 27 年５月８日 開催時間は 10 時〜 12 時。

詳細は「食と美をすすめる会」／石黒（ 0586-44-0669）まで

小田原自然農法講座

誰でもわかる！
有機農業講座

自然農法セミナー

自然農法セミナー

自然農法セミナー

小田原市

新城市

長久手市

岩倉市

一宮市

小田原フラワガー
デン前の自然農法
ほ場

新城市文化会館

長久手まちづくり
センター

岩倉市
生涯学習センター

一宮市奥町公民館

 平成 27 年５月 17 日

 平成 27 年５月４日

 平成 27 年５月７日

 平成 27 年５月８日

小田原在住の方が対象となります。講座
内容は、夏作のポイント（講義）と西村
ナスの定植、ニンジンは種の実習です。
当日は、弁当、軽作業服、軍手、長靴を
ご用意下さい。参加費は 500 円です。

開催時間は 10 時〜 12 時。

開催時間は 10 時〜 12 時。

開催時間は 10 時〜 12 時。

開催時間は 13 時 30 分〜 16 時。

神奈川県

愛知県

詳細は小田原家庭菜園研究会事務局／宮川（ 0465-35-9455）まで

詳細は「鳳来普及会」／夏目（0536-32-0235）まで

詳細は詳細は「あいち長久手ファーム」／藤田（052-936-2598）まで

詳細は「ヒーリングキッチン」／大西（0587-93-2989）まで

詳細は「おもてなしの会」／名和（ 090-4469-2857）まで

日光清流会田植え交流会

みんないきいき野菜の日

地産池消・野菜の日

日光市

前橋市

港区

駒場農園
消費者体験水田

ＭＯＡオレンジ
ハウス新前橋店

東京療院正面
（品川税務署の
　   向かい側）

平成 27 年５月 31 日

平成 27 年５月 16 日
６月 20 日

平成 27 年５月 31 日

平成 27 年５月 20 日
６月 17 日

日光清流会の催しです。

地場野菜の販売会です。

東京生まれのとりたて自然農法産野菜が
都心で購入できます。
開催時間は 14 時〜 17 時 30 分。

群馬県

栃木県

東京都

詳細は MOA 商事東京販売「グリーンマーケット」長坂（048-464-2121）まで

詳細はＭＯＡオレンジハウス新前橋店／栗原（027-252-3811）まで

詳細は地産地消・野菜の日実行委員会（03-3776-1941）まで

詳細は「知多自然農法研究会」／斉藤 （0569-34-7564）まで

詳細は「火水土の会」／勝本（090-6072-8157）まで

家庭菜園セミナー

無農薬で野菜づくり
セミナー

豊橋市

あま市

植田校区市民館

あま市美和情報
ふれあいセンター

 平成 27 年５月 22 日

 平成 27 年５月 26 日

開催時間は 10 時〜 12 時。

開催時間は 10 時〜 12 時。

詳細は「稲穂の会」／菅谷（090-3586-1871）まで

詳細は「和みネットワーク」／栗田（090-8862-1680）まで

自然農法セミナー

自然農法セミナー

常滑市

春日井市

南陵公民館

春日井市
南部公民館

 平成 27 年５月 10 日

 平成 27 年５月 15 日

開催時間は 10 時〜 12 時。

開催時間は 10 時〜 12 時。
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国
は
平
成
18
年
に
有
機
農
業
推
進
に
関
す

る
法
律
を
制
定
し
、
平
成
19
年
に
基
本
方
針

を
公
表
し
、
お
お
む
ね
５
年
間
と
い
う
期
間

を
定
め
て
、
全
国
の
農
業
者
が
有
機
農
業
に

積
極
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
条
件
整
備
を

目
標
に
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
有

機
農
業
者
数
や
有
機
農
業
実
施
面
積
を
は
じ

め
有
機
農
業
に
関
す
る
基
礎
的
な
デ
ー
タ
が

十
分
に
整
っ
て
い
な
い
の
が
実
状
で
し
た
。

そ
こ
で
平
成
22
年
度
、
農
林
水
産
省
は
補
助

事
業
と
し
て
「
有
機
農
業
総
合
支
援
事
業
・

有
機
農
業
栽
培
技
術
体
系
化
促
進
対
策
（
有

機
農
業
基
礎
デ
ー
タ
作
成
事
業
）」
の
公
募

を
行
い
、
Ｍ
Ｏ
Ａ
自
然
農
法
文
化
事
業
団
は

そ
れ
に
応
募
し
、
採
択
さ
れ
、
有
機
農
業
に

関
す
る
基
礎
デ
ー
タ
の
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
以
前
本
誌

に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
詳
細
は
省
き
ま
す

が
、
昨
年
の
４
月
25
日
に
農
林
水
産
省
か

ら
「
有
機
農
業
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な

方
針
」
が
新
た
に
公
表

さ
れ
、
そ
れ
に
関
連
す

る
部
分
に
つ
い
て
調
査

デ
ー
タ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

新
基
本
方
針
に
よ
る
と
、
有
機
農
業
の
拡

大
に
向
け
た
具
体
的
な
数
値
目
標
と
し
て
、

「
現
在
０
・
４
％
程
度
と
見
込
ま
れ
る
我
が
国

の
耕
地
面
積
に
占
め
る
有
機
農
業
の
取
組
面

積
の
割
合
を
、
倍
増
（
１
％
）
さ
せ
る
」
と

あ
り
、「
現
在
０
・
４
％
程
度
」
と
い
う
根
拠

と
な
る
数
字
は
、
前
述
の
有
機
農
業
基
礎

デ
ー
タ
作
成
事
業
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
が
基

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成
22
年

度
の
調
査
で
は
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
と
同
等
の
農

業
を
し
て
い
る
が
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
取
得

し
て
い
な
い
農
家
の
み
を
対
象
と
し
て
調
査

し
、
農
水
省
が
公
表
し
て
い
る
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ

生
産
者
の
デ
ー
タ
と
合
算
し
て
有
機
農
業
実

施
面
積
を
算
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
有
機

Ｊ
Ａ
Ｓ
生
産
者
の
中
で
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証

を
取
得
し
て
い
な
い
耕
地
で
有
機
農
業
を
実

施
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
デ
ー
タ
が

抜
け
て
い
る
と
い
う
指
摘
を
受
け
、
平
成
23

年
度
に
そ
の
デ
ー
タ
を
補
完
す
る
た
め
の
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
表
１
の
斜
字
体
の
部
分

の
数
字
が
そ
の
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
。

research 研究最前線
農業・環境・健康研究所　桑村友章公益財団法人

「
有
機
農
業
基
礎
デ
ー
タ
作
成
事
業
」
に
つ
い
て

　この調査結果表のうち、有機 JAS 認証ほ場については農林
水産省が公表しているものである。有機農業実施ほ場（有機
JAS 認証ほ場を除く）については、「有機農業基礎データ作
成事業」において、全国から無作為にサンプルを抽出し、調
査したデータに基づき推計した値である。

有機農業実施ほ場 (ha)
　（有機 JAS認証ほ場）

( 割合：％）

有機農業実施ほ場 (ha)
（有機 JAS認証ほ場を除く）

有機 JASを取得
していない農家

合計

（割合：％）

合計（ha）

（割合：％）

9,067　2,981　6,076　4,396　1,196　483　 10

2,100　  980　1,100　   900　 96　   77　   8

7,300　4,000　3,200　 2,700　440　　88　 150

9,400　5,000　4,300　 3,600　540　 170　 160

18,467　7,981  10,376　7,996  1,736　653   170

(100)　(32.9)　(67.0)  (48.5)  (13.2)  (5.3) (0.1)

(100)　  (53)　  (46)      (38)   (5.7)  (1.8)  (1.7)

(100)　  (43)　  (56)      (43)   (9.4)  (3.5)  (0.9)

③普
通畑

④樹
園地

⑤牧
草地

⑥そ
の他（③＋④＋⑤）

②畑
（①＋②＋⑥）

合計
①田

※小数点以下は四捨五入したので、合計と内訳が一致しない場合がある。
※有機 JASほ場の面積は平成 22年 4月 1日現在の数字、有機 JASほ場を除く有機
　農業実施ほ場の面積は平成23年 1月 31日現在の推計値（有効数字２ケタ）である。

○国内の耕地面積……460.9 万 (ha) 農林水産省統計部の公表値
（平成 21 年）

○有機農業実施ほ場（有機 JAS ほ場）の面積の割合
……約 0.20％……(A)

○有機農業実施ほ場（有機 JAS ほ場を除く）の面積の割合
……約 0.20％…… (B)

○日本国内に占める有機農業実施ほ場の面積の割合
……約 0.40％……(A) + (B)

田……田とは、たん水設備（けい畔など）とこれに所要の用水を供
　　　給しうる設備（用水源、用水路）を有する耕地をいう。
畑……田以外の耕地をいい、通常、畑と呼ばれている普通畑のほか、
　　　樹園地及び、牧草地を含む。
　　　普通畑……畑のうち樹園地及び牧草地を除いた畑。
　　　樹園地……果樹、茶などの木本性作物を 1a 以上集団的（規
　　　　　　　　則的、連続的）に栽培する畑をいう。なお、ホッ
　　　　　　　　プ園、バナナ園、パインアップル園及びたけのこ
　　　　　　　　栽培を行う竹林を含む。
　　　牧草地……牧草地とは、牧草の栽培を専用とする畑をいう。
その他……きのこ栽培における採取場等。

【ほ場の種類の分類について】

　※田（水稲）の裏作で生産した農産物については、畑にカウントしていない。
　※有機農業実施ほ場（有機 JASほ場）については、転換期間中も調査対象とした。
　※有機農業実施ほ場（有機 JASほ場を除く）については、有機農業の開始初年の場合
　　もカウントした。

参考資料①：「有機農業の推進に関する基本的な方針の公表について　　　　　
　　　　　　（平成 26年 4月 25日公表）」
　　　　　　http://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/yuuki/pdf/d-4.pdf

参考資料②：「平成 22年度有機農業基礎データ作成事業報告書」
　　　　　　http://www.moaagri.or.jp/hojojigyo/

表１．国内における有機農業実施ほ場の面積
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　銀座の茨城マルシェに共同出荷する生産者の皆
さん。久松完さん（右から４人目・土浦普及会）、
袴田和夫さん（同５人目・鹿

ろっこう

行普及会）、松岡保
子さん（同８人目・土浦普及会）も一緒になって
普及会の壁を超えて参集した。

（右から２人目は三山普及員）

　帰ってきたビジネスマンが投じた一石
で、茨城県の自然農法流通に新しい展開が
生まれようとしている。兄を動かし、茨城
県内の普及会の生産者も参加して、東京の
銀座に自然農法農産物の未来が花開いた。

茨城県 /　　　　　

いいものを
作る人、売る人

茨城中央普及会
鹿行普及会
土浦普及会
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「
ま
さ
か
農
業
の
仕
事
を
一
緒
に
す

る
よ
う
に
な
る
な
ん
て
思
い
も
寄
ら
な

か
っ
た
」
と
い
う
の
は
、
弟
の
裕
之
さ

ん
に
背
中
を
押
さ
れ
て
「
お
み
た
ま
農

園
」
を
経
営
す
る
よ
う
に
な
っ
た
木
村

重
成
さ
ん
だ
。
茨
城
県
小
美
玉
市
で
農

家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
親
か
ら
受

け
継
い
だ
自
然
農
法
を
守
り
続
け
て
き

た
重
成
さ
ん
に
と
っ
て
、
学
校
を
出
る

と
す
ぐ
に
東
京
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
な

り
、
会
社
を
経
営
す
る
ま
で
に
な
っ
て

い
た
弟
は
遠
い
存
在
だ
っ
た
。
そ
れ
が

２
年
前
、
実
家
に
帰
っ
て
く
る
や
「
農

業
を
手
伝
い
た
い
」
と
い
う
。
畑
仕
事

の
こ
と
で
は
な
い
。
自
然
農
法
の
農
産

物
を
扱
っ
て
み
た
い
と
の
申
し
出
だ
っ

た
。
そ
の
年
、
自
然
米
が
売
り
切
れ
て

い
な
い
の
を
知
っ
た
上
で
の
こ
と
で
あ

る
。
突
然
の
こ
と
で
驚
い
た
が
、
正
直

な
と
こ
ろ
有
り
難
か
っ
た
。

　

一
方
の
裕
之
さ
ん
に
と
っ
て
、
そ
れ

は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
っ
た
。

最
近
の
有
機
農
業
を
よ
く
よ
く
調
べ
て

み
る
と
、
新
し
い
業
態
に
変
え
て
い
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
将
来
性
は
明
る
い

と
見
た
。
そ
れ
は
、
経
営
者
と
し
て
の

　

房
子
さ
ん
の
キ
ャ
ベ
ツ
。
砂
地

で
丸
々
と
育
っ
て
い
た
。

　銀座に開店した茨城マルシェに並んだ県内の自然農法産野菜。訪れる買
い物客も県出身者が多いという。

　水戸市内の販売会では金子房子さんが作った採りた
てのキャベツが飛ぶように売れていた。

　鹿行普及会所属の房子さん（前列右）のご主人である金子均さん（後列
左）は休日農家。房子さんの実家の齊藤巌さん（後列右）とツギさん（前
列中）はまだまだ現役。さらに今年になって長女の紘子（前列左）さんが
新規就農した。夢は農家レストラン。近々開店するそうだ。

（背後は自慢のキウイフルーツの果樹園）
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直
感
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。「
有
機
農
業
の
環
境
や
国
の

動
き
か
ら
判
断
す
る
と
、
今
こ
そ
参
入

の
、
そ
し
て
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
だ
。」

　

裕
之
さ
ん
は
本
気
だ
っ
た
。
多
少
の

リ
ス
ク
は
目
を
つ
ぶ
り
、
す
ぐ
に
走
り

だ
す
。
実
家
の
農
業
を
法
人
化
し
て
重

成
さ
ん
が
代
表
に
就
任
、
育
成
し
た
お

米
を
加
工
し
た
栄
養
価
の
高
い
お
米
の

お
菓
子
と
し
て
、「
ギ
ャ
バ
Ｐ
Ｏ
Ｐ
」

の
販
売
を
開
始
し
た
。
さ
ら
に
販
売

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
構
築
し
よ
う
と
業
界
を

徹
底
的
に
研
究
し
な
が
ら
、
持
ち
前
の

馬
力
で
飛
び
込
み
の
営
業
を
始
め
る
。

茨
城
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て

東
京
の
銀
座
に
開
店
し
て
い
る
茨
城
マ

ル
シ
ェ
も
そ
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。

　

最
初
は
、
誰
も
が
「
無
理
だ
よ
」
と

言
っ
た
。
し
か
し
、
ダ
メ
元
で
店
長
に

商
談
を
持
ち
か
け
る
と
、意
外
や
意
外
、

商
品
を
置
い
て
く
れ
る
と
い
う
。
さ
ら

に
、
こ
こ
で
収
ま
ら
な
い
の
が
裕
之
さ

ん
の
真
骨
頂
だ
。
マ
ル
シ
ェ
に
空
い
て

い
る
ス
ペ
ー
ス
を
見
つ
け
て
自
然
農
法

農
産
物
の
販
売
を
提
案
。
瞬
く
間
に
売

場
の
確
保
に
成
功
す
る
。
煩
雑
な
折
衝

を
続
け
る
肝
っ
玉
母
さ
ん
だ
。
５
年
前

に
ひ
ょ
ん
な
切
っ
掛
け
で
千
葉
の
レ
ス

ト
ラ
ン
へ
野
菜
を
届
け
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
、
積
極
的
に
販
売
を
進
め
る
房

子
さ
ん
に
と
っ
て
も
魅
力
的
な
話
し

だ
っ
た
。
20
年
の
栽
培
歴
を
持
つ
キ
ウ

イ
フ
ル
ー
ツ
は
「
こ
ん
な
の
が
売
り
た

か
っ
た
」
と
裕
之
さ
ん
に
言
わ
し
め
た

逸
品
。実
際
に
銀
座
で
も
よ
く
売
れ
た
。

　

普
及
会
の
枠
を
超
え
て
、
県
内
の
生

産
者
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
茨
城

マ
ル
シ
ェ
だ
が
、
こ
れ
は
ス
タ
ー
ト
に

過
ぎ
な
い
。
裕
之
さ
ん
の
頭
の
中
に
は

い
っ
ぱ
い
の
ア
イ
デ
ア
が
詰
ま
っ
て
い

て
、
す
で
に
新
し
い
流
通
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
求
め
て
動
き
始
め
て
い
る
と
い
う
。

「
ま
だ
雲
を
掴
む
話
で
す
。
で
も
、
い

い
も
の
は
絶
対
売
れ
る
。
そ
れ
を
作
っ

て
く
れ
る
人
と
一
緒
に
夢
を
見
て
、
多

く
の
農
産
物
を
売
っ
て
い
き
た
い
」
と

い
う
裕
之
さ
ん
。
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
れ
ば
、
必
ず
勝
算
は
あ
る
。

正
夢
が
見
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

special 地産地消

銀
座
の
真
ん
中
で
売
る

自
然
農
法
農
産
物
に
は

夢
が
詰
ま
っ
て
い
る 　

茨
城
中
央
普
及
会
の
木
村
重
成

さ
ん
（
右
）
と
裕
之
さ
ん
（
左
）。

ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
積
ん
だ
キ
ャ

リ
ア
を
実
家
の
農
業
に
役
立
て
よ

う
と
す
る
裕
之
さ
ん
を
兄
と
し
て

も
心
強
く
思
っ
て
い
る
と
い
う
。

茨城県
茨城中央普及会

が
必
要
だ
っ
た
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界

で
は
あ
た
り
前
の
こ
と
。
こ
う
し
て
銀

座
の
ど
真
ん
中
で
県
内
の
普
及
会
が
生

産
す
る
農
産
物
の
販
売
が
始
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
様
々
な
問
題
が
浮

か
び
上
が
っ
た
。
銀
座
で
は
大
き
な
泥

付
き
の
大
根
は
売
れ
な
い
。
小
振
り
で

見
た
目
も
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
ニ
ー
ズ

を
「
お
み
た
ま
農
園
」
だ
け
で
満
た
す

の
は
不
可
能
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
裕
之

さ
ん
は
、
県
内
の
自
然
農
法
普
及
会
に

呼
び
か
け
て
、
一
緒
に
出
品
で
き
る
体

制
を
つ
く
り
始
め
た
。
そ
れ
に
金
子
房

子
さ
ん
ら
生
産
者
が
応
え
て
く
れ
た
。

　

房
子
さ
ん
は
、
実
家
の
ご
両
親
か
ら

引
き
継
ぎ
、
最
近
就
農
し
た
娘
さ
ん
を

含
め
る
と
、
３
代
に
わ
た
り
自
然
農
法

今
年
は
国
際
土
壌
年
。
元
気
な
暮
ら
し
は

元
気
な
土
か
ら

第
68
回
国
連
総
会
で
正
式
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
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ガ
ガ
イ
モ
科
ガ
ガ
イ
モ
属
ガ
ガ
イ

モ
は
名
前
に
「
イ
モ
」
が
つ
い
て
い

ま
す
が
根
に
芋
が
付
く
事
は
有
り
ま

せ
ん
。
ど
う
し
て
名
前
に
イ
モ
が
付

く
か
と
言
う
と
、
実
の
形
が
芋
に
似

て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。
つ
る
性
の

植
物
で
、
夏
に
な
る
と
先
端
に
直
径

１
㎝
ぐ
ら
い
の
星
型
の
白
い
花
を
付

け
ま
す
。
花
び
ら
の
表
側
は
び
っ
し

り
と
毛
が
生
え
て
い
ま
す
。

　

ガ
ガ
イ
モ
は
神
代
の
時
代
か
ら
日

本
に
自
生
し
、
古
事
記
で
は
実
の
形

が
舟
に
も
例
え
ら
れ
「
カ
ガ
ミ
」
と

し
て
登
場
し
ま
す
。
生
活
に
も
密
着

し
て
い
て
、
生
の
葉
、
茎
な
ど
や
、
切
っ
た
茎
か

ら
で
る
白
い
乳
液
を
虫
さ
さ
れ
な
ど
の
解
毒
に

使
っ
て
い
ま
し
た
。
食
用
と
し
て
は
、
若
い
芽
を

ひ
と
茹
で
後
に
油
炒
め
し
た
り
、
煮
物
の
具
材
と

し
て
も
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

大
仁
農
場
で
は
草
刈
り
に
よ
る
管
理
の
為
、
生

育
場
所
は
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
見
ら
れ
る
場
所

は
メ
イ
ン
か

ら
離
れ
た
、

Ｄ
調
整
池
の

下
の
入
口
付

近
で
毎
年
観

察
す
る
こ
と

が
で
き
ま

す
。

（
文
・
写
真

勝
倉
光
德
）

取り組む事業　自然農法による実証展示では、鹿児
島の伝統野菜や自家採種の果菜類、根菜類等の作物
を作付しています。食育の推進として近隣の保育園
児や未就園児ママサークル、その他要望に応じて随
時農業体験、家庭菜園セミナーの受け入れを行って
います。毎年 11 月には、市民ボランティア団体や
自然農法普及会と連携し「健康と秋の収穫まつり」
を開催しています。

（トッピクス）
　農医連携による研究が 7月からスタートします。
　平川瑞泉郷の圃場で自然農法の農産物が人間の健
康に及ぼす影響について、大仁農場や鹿児島療院と
連携して土壌や腸内細菌の多様性を調査研究するこ
とになりました。本研究は、「医食同源」「身土不
二」「四里四方に病なし」といった古くからの伝承
を解き明かす端緒を得ることが目的です。今回の研
究では、農法（自然、有機、慣行）の違いが土壌や
作物体中の細菌叢に与える影響について調べるとと
もに、さまざまな食生活環境下にあるヒトの腸内細
菌叢の違いについても調査する予定です。

公益財団法人　農業・環境・健康研究所　勝倉光德

癒しの里紀行

鹿
児
島
県
◆
平
川
瑞
泉
郷

ず
い
せん
き
う
ょ

巡
り

　

瑞
泉
郷
と
は
、自
然
農
法
の
実
証
展
示
を
行
い
な
が
ら
、

癒
し
を
求
め
る
方
の
た
め
の
公
園
整
備
を
行
い
、
一
般
に

公
開
し
て
い
る
施
設
で
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

鹿児島市平川町古神迫 2078-1

平川瑞泉郷の研究ほ場

プロフィール
　鹿児島市内近郊の自然豊かな環境を生かし、平成
16 年秋から自然農法の創始者岡田茂吉師の瑞泉郷
構想実現を目的に県内ボランティアによる建設がス
タートしました。
　自然農法の実証展示や農業体験を中心に医療法人
財団光輪会鹿児島クリニックと連携し、入院患者の
食事に瑞泉郷の旬の農産物を導入する共に自然順応
型健康法（瑞泉郷内の散策と茶の湯、生け花）の場
として提供しています。

アクセス　お車でのお越しが便利です。平川瑞泉郷
は、『鹿児島市平川動物公園』付近ですので、動物
園を目掛けてお越しください。
　ご来場の際は、事前にご連絡いただければご案内
いたします。（099-252-1486）。

トマトの栽培。

　鹿児島県の伝統野
菜である雷エンドウ
豆の栽培。

　

昨
年
の
秋
に
開
か
れ
た
「
健
康

と
秋
の
収
穫
ま
つ
り
」
で
ピ
ザ
づ

く
り
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
。

　

本
格
的
な
ピ

ザ
釜
も
瑞
泉
郷

内
に
設
置
。

　

サ
ト
イ
モ
の
植
付

け
風
景
。

園内の散策。

平川瑞泉郷の花苑。

　ボランティアが参加して園内
の整備作業。

市民と一緒にサツマイモの収穫体験。

ガガイモの花。

第９回

イ
モ
の
名
が
つ
く
が
根
に

芋
は
付
か
な
い
ガ
ガ
イ
モ

healing
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え
る
こ
と
か
ら
復
活
へ
の
道
が
拓
か
れ

て
い
っ
た
と
い
う
事
例
が
多
い
。
生
き

る
原
初
の
姿
を
み
る
気
が
し
て
大
き
な

感
動
を
覚
え
た
も
の
で
あ
る
。
３
・
11

を
永
く
記
憶
に
留
め
て
お
く
た
め
に

は
、
先
ず
、
私
た
ち
自
身
が
日
々
の
い

の
ち
の
営
み
を
大
切
に
す
る
生
活
の
仕

方
を
探
り
そ
の
実
現
に
努
め
て
い
く
こ

と
で
は
な
い
か
。
生
活
の
中
に
、
土
を

耕
し
野
菜
や
花
を
植
え
、
自
然
農
法
の

思
想
や
実
践
を
組
み
入
れ
る
こ
と
は
そ

の
重
要
な
一
歩
と
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
（
２
０
１
５
．
３
・
11
記
す
）

　

復
興
の
報
道
で
目
に
つ
く
の
は
、
海

岸
沿
い
の
巨
大
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
防
潮

堤
や
高
台
へ
の
新
た
な
街
の
建
設
な
ど

大
規
模
工
事
の
成
果
の
光
景
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
確
か
に
復
興
の
ひ
と
つ
の
形

に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
復
興

の
陰
で
そ
こ
に
住
む
人
々
の
生
活
は
ど

の
よ
う
に
営
ま
れ
て
い
る
の
か
は
な
か

な
か
見
え
て
こ
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
で
よ

く
用
い
ら
れ
る
復
興
に
類
似
し
た
用
語

に
「
復
活
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
も
と

も
と
イ
エ
ス
が
死
か
ら
蘇
っ
た
こ
と
を

表
す
聖
書
的
言
語
で
も
あ
る
が
、
普
遍

的
に
は
、
人
々
が
絶
望
の
淵
か
ら
再
び

生
き
る
意
欲
を
と
り
も
ど
し
、
希
望

を
も
っ
て
未
来
に
立
ち
向
か
う
意
味

と
い
っ
て
よ
い
。
今
、
被
災
地
の
現

場
で
最
も
望
ま
れ
る
の
は
そ
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。

　

３
・
11
以
降
、
度
々
、
現
地
を
訪

れ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
津
波
に
流
さ

れ
て
、
す
べ
て
を
失
っ
た
人
々
が
、

再
び
生
き
る
意
欲
を
取
り
戻
し
て
い

く
姿
に
も
多
く
接
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
場
合
、
荒
野
と
化
し
た
土

地
の
片
隅
を
耕
し
、
野
菜
や
花
を
植

　

３
・
11
か
ら
ち
ょ
う
ど
４
年
目
の

日
、
私
は
、
大
仁
農
場
で
新
た
な
稲
の

季
節
に
向
け
て
種
ま
き
の
準
備
を
し
て

い
る
。
空
は
晴
れ
渡
っ
て
、
白
い
ち
ぎ

れ
雲
が
い
く
つ
か
足
早
に
西
か
ら
東
に

向
か
っ
て
流
れ
て
い
る
。
風
は
強
く
、

ま
だ
固
い
つ
ぼ
み
の
桜
並
木
の
枝
が
激

し
く
揺
れ
て
い
る
。
今
朝
は
、珍
し
く
、

麦
畑
一
面
に
霜
柱
が
立
っ
て
キ
ラ
キ
ラ

と
朝
陽
に
輝
い
て
い
た
。
春
に
は
珍
し

い
強
い
寒
波
の
襲
来
で
、
北
日
本
は
大

荒
れ
の
天
気
で
あ
る
と
ニ
ュ
ー
ス
は
伝

え
て
い
る
。

　

４
年
前
の
今
日
、
私
は
あ
る
友
人
と

静
岡
駅
前
の
ホ
テ
ル
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

ん
で
談
笑
し
て
い
た
。
そ
の
と
き
突
然

緩
や
か
な
し
か
も
大
き
な
揺
れ
に
遭
遇

し
た
の
で
あ
る
。
永
く
続
く
揺
れ
の
中

で
私
は
な
ん
と
も
言
え
な
い
恐
怖
感
に

襲
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
ざ
わ
め
く
街
に

出
て
目
に
し
た
の
が
、
城
跡
の
お
堀
端

に
立
ち
並
ぶ
芽
吹
き
始
め
た
ば
か
り
の

柳
の
木
々
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
か

す
か
な
黄
緑
色
の
光
を
放
っ
て
い
る
よ

essay 種、いのち、を育てる㊸

う
に
見
え
た
。『
や
は
ら
か
に
柳
あ
を

め
る
北
上
の
岸
辺
目
に
見
ゆ
泣
け
と
ご

と
く
に
』
不
意
に
啄
木
の
歌
が
胸
に
湧

き
あ
が
っ
た
。こ
の
歌
は
、異
郷
に
あ
っ

て
故
郷
を
し
の
ぶ
啄
木
の
心
情
を
あ
ら

わ
し
た
も
の
に
違
い
な
い
が
、
そ
れ
以

降
、
震
災
に
遭
遇
し
た
東
北
の
人
た
ち

す
べ
て
の
悲
し
み
、
苦
し
み
を
そ
れ
は

凝
縮
し
て
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
と
こ
ろ
度
々
、
被
災
地
の
復
興

の
様
子
が
メ
デ
ィ
ア
に
登
場
す
る
。
一

方
で
、「
ま
だ
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
」

と
い
う
地
元
か
ら
の
声
も
伝
わ
っ
て
く

る
。
ひ
と
こ
ろ
、
日
本
社
会
に
お
け
る

「
３
・
11
の
風
化
」
が
よ
く
問
題
視
さ

れ
取
り
ざ
た
さ
れ
た
が
、
最
近
は
そ
れ

も
め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
た
。
私
の
周

り
に
は
、
個
人
や
団
体
を
問
わ
ず
、
当

初
と
変
わ
ら
ず
持
続
的
に
現
地
に
赴
い

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
例

も
確
か
に
あ
る
。
し
か
し
、
私
自
身
へ

の
反
省
の
念
も
込
め
て
言
え
ば
、
社
会

全
体
と
し
て
風
化
が
著
し
く
進
ん
で
い

る
事
実
は
否
定
で
き
な

い
。

　

３
・
11
の
記
憶

静岡大学名誉教授　中井弘和

稲の季節を待つ大仁農場水田（2015.3.11 撮影）
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ア
ク
抜
き
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
ア
ク

は
ふ
き
特
有
の
ほ
ろ
苦
さ
の
も
と
で
も

あ
り
ま
す
。
苦
味
成
分
の
「
ケ
ン
フ
ェ

ロ
ー
ル
」
は
活
性
酸
素
な
ど
の
発
ガ
ン

物
質
を
抑
制
す
る
抗
酸
化
効
果
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
カ
リ
ウ

ム
」
を
多
く
含
み
、
取
り
す
ぎ
た
ナ
ト

リ
ウ
ム
（
塩
分
）
を
身
体
か
ら
排
泄
す

る
役
割
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
血
圧
を

抑
制
す
る
働
き
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

一
方
、
ふ
き
独
特
の
香
り
の
成
分
で

あ
る
「
フ
キ
ノ
イ
ド
」
は
胃
腸
の
働
き

を
促
進
し
健
胃
効
果
が
高
い
と
も
言
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
食
物
繊
維
や
ミ
ネ
ラ

ル
も
豊
富
で
、
様
々
な
生
活
習
慣
病
の

予
防
、
食
生
活
の
改
善
に
期
待
が
か
か

る
「
ふ
き
」
で
す
が
、
季
節
の
野
菜
で

あ
る
こ
と
や
、
下
ご
し
ら
え
に
手
間
が

か
か
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
最
近
で
は
敬

遠
さ
れ
が
ち
な
食
材
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
ふ
き
に
醤
油
や
砂
糖
を
加

え
な
が
ら
コ
ト
コ
ト
煮
た
佃
煮
は
保
存

「
今
夜
は
お
付
き
合
い
で
少

し
お
酒
を
飲
み
す
ぎ
た
か

な
…
…
軽
く
夜
食
を
食
べ

た
い
け
ど
何
か
あ
る
？
」

「
そ
れ
な
ら
き
ゃ
ら
ぶ
き

の
お
茶
漬
け
が
ぴ
っ
た
り

よ
!!
」

　

四
季
の
変
化
に
富
む
日

本
に
暮
ら
す
私
達
は
、
古

く
か
ら
好
ん
で
季
節
感
の
あ
る
食
卓
を

演
出
し
、
目
に
も
舌
に
も
、
そ
し
て
体

に
も
良
い
旬
の
食
材
を
賢
く
利
用
し
て

き
ま
し
た
。「
ふ
き
」
は
そ
の
一
つ
で
、

そ
の
花
茎
で
あ
る
「
ふ
き
の
と
う
」
の

天
ぷ
ら
や
味
噌
炒
め
は
、
い
ち
早
く
春

の
訪
れ
を
告
げ
る
季
節
の
味
覚
の
代
表

格
で
す
。「
ふ
き
の
と
う
」
の
あ
と
に

生
え
て
く
る
ふ
き
の
葉
や
葉
柄
（
茎
）

は
煮
物
や
炒
め
物
に
し
て
毎
日
の
食
卓

に
、
ま
た
佃
煮
風
に
炊
い
た
「
き
ゃ
ら

ぶ
き
」
は
保
存
食
と
し
て
も
珍
重
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

ふ
き
は
ア
ク
が
強
い
の
で
調
理
前
の

加工食品

性
が
高
く
、
古
く
は
修
行
僧
が
厳
し
い

修
行
に
耐
え
う
る
強
固
な
身
体
を
保
つ

た
め
に
、
保
存
食
と
し
て
常
備
し
た
と

も
言
わ
れ
ま
す
。
私
達
の
食
卓
に
も
ぜ

ひ
取
り
入
れ
た
い
食
品
で
す
。

　

エ
ム
オ
ー
エ
ー
に
は
日
本
一
の
清
流

に
選
定
さ
れ
た
宮
川
が
流
れ
る
奥
伊
勢

で
、
化
学
合
成
農
薬
を
使
用
せ
ず
に
栽

培
し
た
「
や
ま
ぶ
き
」
を
塩
蔵
し
、
厳

選
さ
れ
た
調
味
料
を
使
っ
て
じ
っ
く
り

炊
き
上
げ
た
「
奥
伊
勢
の
き
ゃ
ら
ぶ

き
」
が
あ
り
ま
す
。
ふ
き
特
有
の
歯
ご

た
え
を
残
し
な
が
ら
、
食
べ
や
す
く
旨

煮
風
に
味
付
け
し
た
も
の
で
、
ご
飯
の

お
か
ず
や
お
茶
請
け
、
酒
の
肴
に
ぴ
っ

た
り
の
一
品
で
す
。
貴
重
な
美
味
し
さ

を
、
お
手
軽
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
季
節
の
贈
り
物
を
堪
能
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

美
味
し
さ
の
秘
訣
は
ほ
ろ
苦
さ

きゃらぶき

health & food

早春に顔を出すフキノトウ
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shopping 産地等からの直送便
MOA 自然農法マーク MOA 自然農法転換期間中マーク MOA 特別栽培マーク

農薬の使用は、その地域の慣行農法の
基準の２分の１未満まで
化学肥料不使用

各注文先に所定の方法でお申し込み下さい。生産者に直接ご注文は

FAX

電話

（0558）79 - 1125
（0558）79 - 1130

ご
注
文
窓
口

大仁農場パル店ご注文は
○消費税込み ○送料込み（沖縄・離島は別途 500 円） 生産者会員、賛助会員価格●賛

◎お支払いはお届け月の末に締めて翌月 10 日過ぎ頃に請求書を郵送致します。（請求書は商品には入りません）

MOAつうはん
MOA 商事『MOA つうはん』〒 413-0011  静岡県熱海市田原本町 9-1 熱海第一ビル 7 階 フリーダイヤル　通話料無料

FAX
（0120）555 - 872

（0557）84 - 2645

ご
注
文
窓
口

ご注文は

　 　 　

静
岡
県

大
仁
農
場

静
岡
県

大
仁
農
場

セット内容を自由に選びたい方はこちらから。

大仁牧場牛乳
大仁牧場鶏卵
10 ヶ入り

900㎖

900㎖

大仁牧場珈琲牛乳

注文期間　5 月１日〜 6 月末
発送期間　ご注文より１週間〜 10 日前後

※一般は 3,500 円で
のご提供になります。

　欲しい商品だけを選ん
で注文できるパルの新し
いサービスです。

　旬野菜は時期に
よ っ て 品 目 が 変
わってきます。

＋
＋

＝
の内容に調整してお届けします。

円 セット

乳製品、卵、旬野菜の自由な組み合
わせを電話か FAX で注文を承り〜

3,000
旬野菜

＋
生産者
賛助会員
価格

和
歌
山
県

有
田
普
及
会

甘夏
限定数量　なくなり次第終了
発送形態　10㎏箱（L 〜 LL サイズ）
　　　　　　　  ※天候により L のみの場合があります。

支払方法　郵便振替用紙を同封

注
文
先

生
産
者
の
池
永
さ
ん

〒 643-0063　和歌山県有田郡広川町南金屋 501（池永達彦）
TEL（0737）62-3875 ※上記の住所にハガキにてお申し込み下さい。

注文期間　５月 10 日〜６月５日
発送期間　５月中旬より随時
値　　段　2,500 円

初夏の野菜セットセ
ッ
ト
（
野
菜
は
旬
野
菜
）

注文期間　5 月１日〜 6 月末
発送期間　ご注文より１週間〜 10 日前後
値　　段　3,000 円
　　　　　賛助会員価格 2,500 円

限定数量　50 セット
発送形態　大仁牧場産の牛乳（900㎖）と鶏卵（10 ヶ入）
　　　　　　＆大仁農場産中心の自然農法産野菜
　　　　　　（クール便でお届けします）

○消費税込み
○送料込み（沖縄・離島、北海道は別途 500 円）

生
産
者
の
西
村
さ
ん

カボチャ
注文期間　５月１日〜５月 27 日
発送期間　６月上旬
値　　段　5,000 円

限定数量　100 箱
発送形態　10kg 箱（5 〜 8 玉入り）
　　　　　　（サイズ指定は不可）
　　　　　　（2 ケース 1 梱包にて発送可）

鹿
児
島
県

指
宿
普
及
会

生
産
者
の
森
谷
さ
ん
ご
夫
妻

サクランボ
注文期間　５月１日〜６月 15 日
発送期間　６月下旬〜
値　　段　6,000 円

限定数量　なくなり次第終了
発送形態　500g × 2 パック箱（L 秀品）

山
形
県

河
北
普
及
会

（佐藤錦）
○消費税込みの値段です。
○別途送料 600 円

生
産
者
の
中
谷
さ
ん
ご
夫
妻

グリーンアスパラ
注文期間　５月 27 日まで
発送期間　６月上旬〜
値　　段　3,000 円

限定数量　100 箱
発送形態　1kg ギフト箱（M 以上）
　　　　　　　（クール便）
　　　　　　　（２ケース１梱包にて発送可）

北
海
道

旭
川
普
及
会

○消費税込みの値段です。
○別途送料800円（沖縄・離島は実費をいただきます。）

○消費税込みの値段です。
○別途送料600円（沖縄・離島は実費をいただきます。）

お届け先は関東、東北、信越、北陸、
中部、関西のみとなります。地域限定

◎消費税込み、送料別
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２
月
21
、
22
日
に
熱
海
市
に

お
い
て
本
事
業
団
の
定
時
社

員
総
会
及
び
自
然
農
法
全
国

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総

会
で
は
第
６
期
事
業
計
画
と

収
支
予
算
、
社
員
の
入
社
状
況

に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
自
然
農
法
全
国

大
会
が
同
会
場
で
開
か
れ
、
農

林
水
産
省
の
農
林
水
産
技
術

会
議
の
西
郷
正
道
事
務
局
長
か
ら
「
農
か
ら

挑
む
地
方
再
生
」、
鹿
児
島
県
さ
つ
ま
市
の

本
坊
輝
雄
市
長
に
よ
る
「
市
政
か
ら
見
た
地

方
創
生
へ
・
農
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
理
事
の
渡
村
マ
イ
氏
に
よ
る

「
農
を
中
心
に
、
持
続
可
能
な
地
球
共
生
社

会
に
向
け
て
」
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
翌
日
の
22
日
に
は
各
地
の
事
例
報
告
や

提
案
、
新
技
術
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

お便り回覧板
玄
米
粉
の
パ
ン
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
子
供
が
１
歳
の

頃
、
病
気
に
な
り
何
も
食
べ
れ
な
か
っ
た
時
に
玄
米
粉
を
飲

ま
せ
ま
し
た
。
今
で
は
元
気
に
働
い
て
お
り
ま
す
。

（
北
海
道　

下
野
真
喜
子
）

草
を
畑
の
友
に
で
き
る
喜
び
。
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
す
ぐ

に
実
行
に
向
け
て
土
づ
く
り
か
ら
や
っ
て
作
っ
た
も
の
は
味

も
良
く
、
体
に
も
ラ
ッ
キ
ー
で
す
。
そ
れ
に
空
気
も
い
い
し
、
一
石

二
鳥
で
す
ネ
。
ど
う
ぞ
ご
夫
婦
と
も
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

（
青
森
県　
福
田
マ
サ
）

地
元
ス
ー
パ
ー
で
実
現
し
た
地
産
地
消
は
素
晴
ら
し
い
。
自
然

農
法
の
野
菜
を
１
人
で
も
多
く
知
っ
て
食
べ
て
も
ら
い
、
健

康
な
体
に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

（
岐
阜
県　
宮
川
忠
市
）

自
然
農
法
実
施
者
、
浅
田
さ
ん
の
小
説
の
よ
う
な
人
生
。
お
母

さ
ん
の
言
葉
が
感
謝
の
気
持
ち
と
共
に
、
今
の
人
生
に
。
周

り
の
み
ん
な
も
明
る
く
輝
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
読
ん
で
感
動
し
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
阪
府　

石
橋
久
美
恵
）

我
を
捨
て
て
お
陰
お
陰
で
生
き
る
。
お
母
さ
ん
の
遺
言
…
皆

の
健
康
や
地
域
の
発
展
を
考
え
て
自
然
農
法
に
転
換
、
友

人
も
大
事
、
人
と
の
結
び
つ
き
っ
て
す
ご
い
な
ぁ
。
田
ん
ぼ
に
は

ホ
タ
ル
が
乱
舞
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
か
。
自
然
農
法
っ
て
す
ご

い
な
ぁ
…
こ
う
い
う
真
心
こ
も
っ
た
食
材
で
、
奥
さ
ん
と
２
人
で

仕
事
が
で
き
る
し
あ
わ
せ
…
。
我
を
捨
て
て
地
元
に
恩
返
し
す
る

の
が
こ
れ
か
ら
の
目
標
と
か
…
。
こ
う
い
う
人
が
一
人
で
も
多
く

な
る
と
、こ
の
地
上
は
天
国
に
な
る
の
に
な
ぁ
…
と
想
い
ま
し
た
。

（
兵
庫
県　

松
本
絹
子
）

少
年
よ
大
志
を
抱
け
。
私
が
名
古
屋
在
住
の
頃
に
知
り
合
っ
た

青
年
が
自
然
農
法
で
育
種
・
育
苗
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ま

や
か
し
の
な
い
食
品
を
求
め
る
人
々
が
増
え
る
現
在
、
そ
の
大
志

を
叶
え
ら
れ
る
よ
う
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。ま
た
、こ
の
エ
ッ

セ
イ
に
あ
っ
た
北
広
島
の
一
節
に
、
箱
根
で
お
友
達
に
な
っ
た
恵
子

さ
ん
に
想
い
を
込
め
て
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

（
大
阪
府　

澤
村
武
代
）

先
日
、
病
気
療
養
中
の
お
友
達
に
Ｍ
Ｏ
Ａ
つ
う
は
ん
の
「
旬

の
野
菜
セ
ッ
ト
」
と
お
米
を
送
っ
て
頂
き
ま
し
た
と
こ
ろ

「
今
ま
で
食
べ
た
米
・
野
菜
と
味
が
ま
っ
た
く
違
っ
て
、
美
味
し

く
て
元
気
が
出
た
気
が
す
る
」
と
い
う
お
礼
の
電
話
を
頂
き
、
私

も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
広
島
県　

末
永
明
子
）

トピッ ス
定
時
社
員
総
会
と
自
然

農
法
全
国
大
会
を
開
催

members 読者コーナー

　今回は『グリーンアスパラ』を 10 名様にプレゼント。ご希望の
方は住所、氏名、年齢、電話番号、会員番号、記事の感想とプレゼ
ント名を書き添えて下記までお申し込みください。

〒 410-2311　静岡県伊豆の国市浮橋 1606 番地２
ＭＯＡ自然農法文化事業団「読者プレゼント」係

締
切

５
月
25
日

（
月
）

消
印
有
効

　当選は発送をもってかえさせていただきます。
　なお、お便り回覧板に掲載された方と当選者は必ず
しも一致いたしません。また天候の関係などで代替品
になる場合もあります。予めご了承ください。

ク

プレゼ
ント

６月

５月
満
月
▽
４
日

満
月
▽
３
日

新
月
▽
18
日

新
月
▽
16
日

上
弦
▽
26
日

上
弦
▽
24
日

下
弦
▽
11
日

下
弦
▽
10
日

　

熱
海
市
で
開

か
れ
た
定
時
社

員
総
会
。

講演する西郷正道氏。
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じ
ゃ
が
い
も

に
は
、
体
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
に

な
る
炭
水
化
物

の
一
種
で
あ
る
デ
ン
プ
ン
が
豊

富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
ウ
ォ
ッ
カ
や
ジ
ン
な
ど
蒸

留
酒
の
原
料
に
用
い
ら
れ
た

り
、
片
栗
粉
と
し
て
使
用
さ
れ

た
り
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
麺
の
原

料
に
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
老
化
に
つ
な
が
る
体
内
の

酸
化
を
防
い
で
く
れ
、
筋
肉
や

皮
膚
の
健
康
を
保
持
し
て
く
れ

る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
も
豊
富
で
、
み

か
ん
と
同
量
程
度
含
ま
れ
て
お

り
ま
す
。

　じゃがいもケーキをつくりましょう

　皮をむいたじゃがいもを茹で
てすり潰しておく。オーブンは
180℃に予熱しておく。

　

❷
に
上
新
粉
を
ふ
る

い
入
れ
、よ
く
混
ぜ
る
。

　型にオーブンシートを
ひき、❸を流し入れる。

　❹を予熱したオーブンに入
れ、30 分程焼く。
※焼き上がりは竹串をさして
確認して下さい。またお使い
の調理器具によって焼く時間
を調節して下さい。

　❶のじゃがいもをボウル
に入れ、クリームチーズ、
ミネラルシュガー、卵、ゆ
であずきを順に少しずつ加
え、その都度よく混ぜ合わ
せ、ダマにならないように
する。

※アイディアをお持ちの方は、編集部までお手紙下さい。参考にさせていただきます。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
大
地
の
リ
ン

ゴ
と
呼
ば
れ
て
お
り
ま
す
が
、

リ
ン
ゴ
の
８
倍
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

を
含
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に

じ
ゃ
が
い
も
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は

デ
ン
プ
ン
に
保
護
さ
れ
て
い
る

た
め
、
加
熱
に
よ
る
損
失
が
少

な
い
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。

おやつのレシピnatural sweet

使う材料

○じゃがいも　　　　　 250g
○ゆであずき　　　　 200g
○クリームチーズ　　　 200g
○卵　　　　　　　　　　２個
○上新粉　　　　　　　　80g
○ミネラルシュガー　　　50g

調理時間

50 分

エネルギー

1981㎉

塩分

2.3g

（じゃがいもケーキ２個分 ）

エネルギーと塩分は全量

❶

❹

❺

❸

❷



　　　　　　　　　　　つ く り 方

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

萬
両
美
幸
さ
ん

’の

栄
養
士

　

そ
ら
豆
は
、
大
豆
同
様
に
良
質
な
植

物
性
タ
ン
パ
ク
質
を
豊
富
に
含
ん
で
い

る
た
め
、
大
豆
ア
レ
ル
ギ
ー
を
回
避
す

る
た
め
の
代
用
食
品
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
疲
労
回
復
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
代
謝
に
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
く
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
や
、
肌
の
調
子

を
整
え
免
疫
力
を
高
め
て
く
れ
る
亜
鉛

な
ど
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
地
域

に
よ
っ
て
は
四
月
豆
や
五
月
豆
、
蚕
豆

と
漢
字
や
呼
び
名
が
異
な
り
ま
す
。

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に
は
、
皮
膚
や
粘
膜

を
健
康
に
保
つ
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
や
免
疫
力

を
高
め
て
く
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
な
ど
の

他
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
か
ら
発
見
さ
れ
た

ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
も
豊
富
に
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
は
新
陳
代

謝
を
活
発
に
し
、
疲
労
回
復
効
果
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

編
集

発
行

人
／

水
野

昌
司

　
発

行
所

／
一

般
社

団
法

人
　

M
O

A
自

然
農

法
文

化
事

業
団

　
〒

410-2311　
静

岡
県

伊
豆

の
国

市
浮

橋
1601

番
地

の
1　

編
集

部
／

〒
410-2311　

静
岡

県
伊

豆
の

国
市

浮
橋

1606
番

地
2　

電
話

（
0558 ）

79-1113　
FA

X （
0558）

79-1115　
　

　
会

員
管

理
係

／
電

話
（

0558）
79-0077　

FA
X （

0558）
79-0216
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健
康
野
菜
ク
ッ
キ
ン
グ

調理時間 エネルギー 塩分
約20分 330kcal 3.1g ( １人分）( １人分 )

一
口
ア
ド
バ
イ
ス

そ
ら
豆
と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
サ
ラ
ダ

①そら豆はさやから出し、薄皮をむく。アス
　パラガスは皮をむいて食べやすい大きさに
　切る。玉ねぎは薄切りにして水に 10 分ほ
　どさらし、よく水気を切る。生ハムとチー
　ズは一口大に切る。

③器にそら豆とアスパラガス、玉ねぎ、生ハ
　ム、チーズを盛り付け、Ａを合わせたドレッ
　シングをかける。

②熱湯に塩を入れ、そら豆とアスパラガスを
1 分ほど茹で、冷水につけて熱をとり、水
気をよくきる。

（４人分）「材料」
●そら豆（さやつき）   400g
●アスパラガス　　　 100g
●玉ねぎ　　　　　　 300g
●生ハム　　　　　　 100g
●ナチュラルチーズ　 100g

●オリーブオイル
　　　　　　大さじ 4
●酢　　　　大さじ 2
●塩　　　　小さじ 1
●こしょう　　　少々

Ａ

（炊飯する時間は除く）


